
 

                                    

                

二
十
五
日
の
分
科
会
に
お
い

て
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
大
宮

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
市
民
会
館

お
お
み
や
に
て
第
一
分
科
会
の

運
営
を
担
当
。
「
『
絆
』
つ
な 

               

               

が
っ
て
い
ま
す
か
？ 

家
庭
・
学

校
・
地
域
を
つ
な
ぐ
親
の
役
割
」

の
研
究
テ
ー
マ
の
も
と
、
元
浦
和

レ
ッ
ズ
選
手
で
も
あ
る
埼
玉

大
学
教
育
学
部
准
教
授
菊
原 

 
 
 
 

     

伸
郎
氏
に
よ
る

講
演
及
び
茨

城
県
日
立
市

立
成
沢
小
学

校 
 
 
 
 
 
 
 

 
         

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
静
岡
県
静
岡
市
立
清

沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
研
究

発
表
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
十
六
日
の
全
体
会
は
さ
い

た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
分
科
会
報
告
、
大

会
宣
言
の
決
議
、
歌
手
沢
田
知
可

子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、
大
会
旗

引
継
ぎ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
 

参
加
者
か
ら
は
「
他
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
等
、
今

後
の
活
動
に
参
考
に
な
っ
た
」

「
さ
い
た
ま
市
大
会
の
運
営
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

                    

               

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
各

学
期
が
始
ま
る
第
一
週
目
に
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

三
学
期
も
学
期
始
め
の
一
月
七

日(

水)

か
ら
実
施
し
ま
し
た
。 

あ
い
さ
つ
の
言
葉
掛
け
を
き 

              

               

っ
か
け
と
し
て
、
心
が
つ
な
が
る

こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
に
気
づ
き

ま
す
。
ま
ず
は
親
が
し
っ
か
り
あ

い
さ
つ
を
心
掛
け
て
み
る
と
、
子

ど
も
は
、
親
を
見
て
真
似
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

              
「あいさつ運動」は生徒会、保護者、教職員で元気よ

く行っています。笑顔での挨拶がとても増えました。

まさにハッピースマイル！！（上大久保中ＰＴＡ） 

 

寒さが身にしみる季節です。登校してきた子どもたち

も門で待つ保護者たちも、白い息で元気にあいさつす

る声が澄んだ空に響いていました。（大久保小ＰＴＡ） 

 

 

 

 

子どもたちは寒さに負けず、休み明けの学校へ登校し

て来ました。風邪が流行ったり体調を崩したりしやす

い季節ですが、元気に頑張りましょう。（土合小ＰＴＡ） 

 

新大宮バイパスを渡って登校してくる子どもたちには

ＰＴＡの地区委員と先生、浦和西警察にもご協力いた

だき、安全確保とあいさつの声掛けが行われました。

（田島中ＰＴＡ） 
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さ
さ
え
合
い 

い
の
ち
尊
び 

た
く
ま
し
く 

 

ま
ご
こ
ろ
つ
な
ぐ 

子
ど
も
た
ち
に 

〜
五
つ
の
こ
と
だ
ま 

子
は
親
の
鏡 

 

生
き
抜
く
力
を
子
ど
も
た
ち
に
〜 

平
成
二
十
六
年
度
第
四
十
六
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
究
大
会
さ
い
た
ま
市
大
会
が
十
月
二
十
五
日

（
土
）・
二
十
六
日
（
日
）
の
両
日
に
渡
り
、
市
内
各
会

場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
と
し
て
初
の
主
管
と
な
っ
た
同
大
会
は
、
お
客
様
を

お
迎
え
す
る
立
場
と
し
て
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
さ

ま
の
運
営
・
ご
協
力
に
よ
り
、
大
成
功
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
は
横
浜
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

「たくましくしなやかな子どもたちを

育むため 今大人が考えすべきこと」を

テーマに、「子どもが自ら動く環境をつ

くること」「大人は過度の期待をしない

こと」等、菊原氏の考える子どもへのか

かわり方について講演がありました。 

埼玉大学 准教授 菊原伸郎氏 講演 

さいたま市内の中学校出身でお父さま

がＰＴＡ会長をされていたという沢田

さんが「ココロとカラダに優しい歌薬」

をテーマに、大ヒット曲「会いたい」を

はじめとした歌やトークで楽しませて

いただきました。 

歌手 沢田知可子氏 記念講演 

関関関東東東ブブブロロロッッックククＰＰＰＴＴＴＡＡＡ研研研究究究大大大会会会   
「
さ
い
た
ま
市
大
会
」
を
盛
大
に
開
催 

第一分科会運営役員による打ち合わせ 

大久保東小ＰＴＡによる「あいさつ運動」 

元気にあいさつしていますか 

桜区12校で「あいさつ運動」を実施 
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村
瀬
教
育
部
長
か

ら
は
「
さ
い
た
ま
市

小
・
中
一
貫
教
育
」

の
ね
ら
い
と
し
て
、

「
確
か
な
学
力
の
向

上
や
い
わ
ゆ
る
『
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
』
の
緩

和
の
た
め
に
、
義
務

教
育
九
年
間
を
連
続

し
た
期
間
と
と
ら
え
、

一
貫
性
の
あ
る
学
習

指
導
や
生
徒
指
導
の

連
携
を
目
指
し
、
実 

              

施
し
て
い
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。 ま

た
田
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
陶
山
会

長
か
ら
、
田
島
小
・
新
開
小
・
西

浦
和
小
（
南
区
）
の
田
島
中
学
校

区
四
校
の
小
中
連
携
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
自
治
会
・
育
成
会
等 

      

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
東

日
本
大
震
災
直
後
か
ら
、
被
災
地

の
子
ど
も
た
ち
に
「
今
、
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
」
と
し
て
「
ア
ル

ミ
缶
資
源
回
収
」
を
開
始
し
、
以

後
毎
年
義
援
金
を
宮
城
県
・
南
三

陸
町
の
子
ど
も
た
ち
へ
送
り
続

け
て
お
り
ま
す
。 

              

を
交
え
た
「
連
絡
協
議
会
」
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
本
部
役
員
に
よ
る
「
懇
話
会
」

の
定
期
開
催
に
お
け
る
情
報
交

換
、
「
パ
ト
ロ
ー
ル
」
や
子
ど
も

た
ち
の
「
音
楽
祭
」
の
開
催
等
、

長
年
に
渡
り
円
滑
な
連
携
が
続

い
て
い
る
旨
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
    

桜
区
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
な
ら
び
に
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
ア
ル

ミ
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
全
体
回
収
の
あ
る 

              

             

第
二
火
曜
日
に
合
わ
せ
て
、
登
校

時
に
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
す
る
学

校
も
あ
れ
ば
、
専
用
の
回
収
箱
を 

         

設
置
し
て
回
収
し
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
別
回
収

を
導
入
し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
業

者
さ
ん
に
ア
ル
ミ
缶
を
別
カ
ウ

ン
ト
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
各
校
に
お
い
て
は
。
児

童
・
生
徒
が
ア
ル
ミ
缶
を
つ
ぶ
す

作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
等
協

力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

              

こ
れ
ま
で
義
援
金
は
宮
城

県
・
南
三
陸
町
の
小
中
学
校
二
校

に
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
統

廃
合
が
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
慮

し
、
本
年
度
は
南
三
陸
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
へ
お
送
り
し
、
南
三
陸
町

の
子
ど
も
た
ち
に
広
く
役
立
て

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

         

少
し
で
も
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
の
お
力
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
度 

校
長
会
長
研
修
会 

十
二
月
十
三
日
（
土
）、
区
内
十
二
小
中
学
校
の
校
長
・
教
頭
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
会
が
集
い
「
校
長
会
長
研
修
会
」
が
プ
ラ
ザ
ウ

エ
ス
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
小
中
連
携
の
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
研
修
で
は
、
村
瀬
修
一
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
部
長
に
よ
る
基
調
講
演
、
モ
デ
ル
校
の
取
り
組
み
と
し
て
田
島
中

学
校
区
四
校
連
携
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇被災地子ども支援アルミ缶資源回収報告 

H27 年度/月 回収量:㎏ 金額：円 

前年度繰越 - 80,182 

4月 273.86 19,170 

5月 411.78 28,824 

6月 327.96 26,236 

7月 397.96 31,836 

8月 275.96 22,076 

9月 507.36 40,589 

10月 412.08 37,087 

11月 295.50 26,595 

12月 318.25 28,642 

12月まで合計 3,220.71 341,237 

※アルミ缶回収の他に地元企業の資源回収分や義

援金募金分などが加わります。 

被
災
地
子
ど
も
支
援
ア
ル
ミ
缶
資
源
回
収 

南
三
陸
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
へ
義
援
金 

◇桜区ＰＴＡ連合会 榎本雅昭会長に聞きました。 

 

●本年度特に力を入れて取り組んだことは― 

榎本：関東ブロックＰＴＡ研究大会さいたま市

大会は主管として初めての開催でもあり、準

備にも時間をかけ取り組みました。桜区連合

会各校ＰＴＡはもとより、大宮区連合会をは

じめとした市Ｐ協のみなさまのご尽力によ

り、大成功に終えることができました。ご協

力いただいたみなさまに感謝申し上げます。 

 

●今後の課題や、目指すべき姿は― 

榎本：「小中連携」については、ＰＴＡとしても

さまざまな形で取り組んでいけるものと考え

ています。桜区ＰＴＡ連合会では定期的に各

校ＰＴＡ会長が集う会合があり、他校での成

功事例の共有も行えますので、良い取り組み

は水平展開していければと思います。 

 

●桜区ＰＴＡ連合会会員の皆様に一言― 

榎本：本年度さいたま市では「いじめ防止対策

推進条例」が制定され、それに基づく「いじ

め防止基本方針」が策定されました。その中、

学校、地域そして保護者の役割が明確化され

ましたが、大切なことは、学校、地域、家庭

が情報共有し、「同一歩調」で問題に取り組む

ことです。桜区ＰＴＡ連合会は、小中そして

地域連携を一層深め、子どもたちのために活

動していきます。 

土合小ＰＴＡ 

 

村瀬さいたま市教育委員会学校教育部長による講演 

新開小ＰＴＡ 
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十
一
月
二
十
九
日(

土)

、
平
成

二
十
六
年
度
桜
区
交
通
安
全
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
プ 

 
                            

 
  ラ

ザ
ウ
エ
ス
ト
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
区
内
小
中
学
生
か
ら
三
千

通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
十
二
作
品
の
交
通
安
全

標
語
が
入
選
し
こ
の
日
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

席
上
浦
和
西
警
察
署
長
か
ら

身
近
な
危
険
に
つ
い
て
の
お
話

も
伺
う
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

入
賞
し
た
標
語
は
横
断
幕
と

し
て
、
受
賞
者
の
在
籍
の
学
校
へ

一
年
間
掲
示
さ
れ
ま
す
。 

                  

本
年
度
二
回
目
と
な
る

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
「
副
会

長
会
」
が
一
月
十
七
日(

土)

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

「
バ
ザ
ー
」
「
周
年
行
事
」

「
役
員
決
め
」
等
自
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
課
題
に
つ
い
て
他
校

の
取
り
組
み
の
共
有
を
行

う
等
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

同
じ
行
事
で
も
各
校
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
等

参
考
に
な
る
情
報
も
多
く
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
、
副
会
長
か
ら

は
「
そ
ん
な
や
り
方
が
あ
っ
た
ん

だ
」
「
そ
の
方
法
は
い
い
ね
」
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
、
活
気
の
あ
る

会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

              

                                   

                                   

                                   

副会長で各校の情報交換 

交通安全標語コンクール表彰者 

■桜区ＰＴＡ連合会 平成 26 年度 活動報告  

月 日 事   業 

6 月 14 日 区 P 定期総会 

6 月 28 日 親子ふれあいフェスタ 

7 月 5 日 区 P 正副会長会 

7 月 5 日 区 P 事業委員会 

7 月 5 日 区 P 広報情報委員会 

7 月 23 日 区 P 第 1 回 理事会 

8 月 16・17 日 市 P 舘岩少年自然の家視察研修 

9 月 1-5 日 2 学期 あいさつ運動 

9 月 6 日 区 P 第 1 回 副会長会 

10 月 1 日 桜区 P 連だより 第 4 号発行 

10 月 1 日 区 P 第 2 回 理事会 

10 月 3 日 市 P 教育委員会との交流会 

10 月 25・26 日 関東ブロック大会さいたま市大会 

11 月 13 日 市 P 役員セミナー人権講演会  

11 月 26 日 区 P 第 3 回 理事会 

11 月 29 日 交通安全標語コンクール表彰式 

12 月 13 日 校長会長研修会 

1 月 7-9 日 3 学期 あいさつ運動 

1 月 17 日 区 P 第 2 回 副会長会 

1 月 28 日 区 P 第 4 回 理事会 

3 月 5 日 広報紙 さくら咲く 第 8 号発行 

3 月 25 日 （予定）区 P 第 5 回 理事会 

5 月 27 日 （予定）区 P 新旧理事会 

 

交
通
安
全
標
語
十
二
作
品
を
表
彰 

１２校の副会長が情報交換 

平成26年 6月 14日(土)に 

桜区ＰＴＡ連合会の定期総会が、 

開催されて以降、一年を通して 

理事会(5回)、副会長会(2回)、校長会長研修会、 

あいさつ運動、被災地子ども支援アルミ缶回収、市Ｐ・日Ｐの事業・研

修会、ほかさまざまな事業・活動が行われました。主な内容は左記のと

おりです。 

▼
桜
区
長
賞 

運
転
時 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は 

命
づ
な 

中
島
小
六
年 

中
村 

悠
一
郎 

▼
浦
和
西
警
察
署
署
長
賞 

ひ
と
呼
吸 

心
の
余
裕
が 

事
故
防
ぐ 

大
久
保
中
一
年 

村
田 

結
月 

▼
浦
和
西
交
通
安
全
協
会
会
長
賞 

 
 

右
左 

命
を
ま
も
る 

合
言
葉 神

田
小
三
年 

後
内 

優
貴 

▼
さ
い
た
ま
市
交
通
安
全
保
護
者
の
会
（
母
の
会
） 

桜
支
部
長
賞 

ま
も
り
た
い 

こ
う
つ
う
ル
ー
ル
と 

み
ん
な
の
い
の
ち 

土
合
小
一
年 

溝
口 

史
弥 

 

▼
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞 

ス
マ
ホ
持
ち 

な
が
ら
運
転 

あ
ぶ
な
い
ぞ 

田
島
中
一
年 

長
田 

壮
平 

 

【
入
賞
】
宮
崎
結
愛
（
大
久
保
小
五
年
）
▽
安
藤
愛
香
音
（
栄

和
小
六
年
）
▽
高
森
佳
奈
恵
（
田
島
小
三
年
）
▽
橋
本
夢
雅
（
大

久
保
東
小
四
年
）
▽
柳
瀬
虹
歌
（
新
開
小
三
年
）
▽
藤
原
澄
香

（
上
大
久
保
中
二
年
）
▽
内
田
知
世
（
浦
和
明
の
星
中
二
年
） 

▲桜区交通安全標語コンクール入賞作品…交通安全標語コンクールは、さいた
ま市交通安全保護者の会(母の会)桜支部と桜区ＰＴＡ連合会の共催事業です。 

「青少年育成桜区連絡会」開催される 

２月７日（土）プラザウエストにて、平成26年度青少年育成桜区連

絡会が開催され、埼玉大学教育学部桐淵博教授による講演「地域で

育む 未来の地域をになう 子どもたち」の後、「青少年の健全育成を

図るための学校・家庭・地域としての係わり方」をテーマに各ブロ

ック別に研究協議が行われました。 

桐淵教授による講演 ブロック別研究協議 
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Ｐ
Ｔ
Ａ
ま
つ
り 

栄
和
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

十
一
月
一
日(
土)
栄
和
小
学

校
に
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
屋
内
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
廊
下

で
す
れ
違
う
事
が
困
難
に
な
る

程
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

楽
し
い
出
し
物
の
ブ
ー
ス
や
、
食

べ
物
の
お
店
に
溢
れ
た
校
内
は
、

ど
こ
も
か
し
こ
も
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。 

       

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ 

田
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

十
一
月
八
日
（
土
）
田
島
小
学

校
創
立
四
十
周
年
記
念
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ヨ
ー
ヨ
ー
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や

寄
贈
品
販
売
等
た
く
さ
ん
の
出

店
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
四

十
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
夢
が
書
か

れ
、
ひ
ま
わ
り
の
種
が
つ
け
ら
れ

た
風
船
を
全
校
生
徒
で
空
へ
放

ち
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
風
船
が

飛
ん
で
い
く
姿
に
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
祭
り
二
〇
一
四 

中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
中
島

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
二
〇
一
四
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
は

ク
ラ
ス
委
員
会
が
運
営
を
担
当

す
る
行
事
で
す
。
二
学
期
の
は
じ

め
か
ら
、
ク
ラ
ス
委
員
二
十
八
名

が
一
生
懸
命
準
備
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
バ
ザ
ー
、

ゲ
ー
ム
や
食
品
の
販
売
、
金
管
バ

ン
ド
の
演
奏
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
コ
ー
ナ
ー
で

子
ど
も
た
ち
が
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

美
文
字
レ
ッ
ス
ン 土

合
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 

十
月
二
十
二
日(

水)

土
合
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
美
文
字
レ
ッ
ス
ン
」
を
開
催

し
三
十
人
の
保
護
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
に
書
道
家
の
先
生

を
お
招
き
し
て
、
美
し
い
文
字
を

書
く
た
め
の
十
三
の
ポ
イ
ン
ト

解
説
と
実
践
を
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
に
は
参

加
者
個
別
に
氏
名
の
書
き
方
も

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、
使
い
慣
れ
て
い
な
い
筆
ペ

ン
で
苦
戦
し
て
い
た
参
加
者
の

皆
さ
ん
で
し
た
が
、
最
後
に
は
文

字
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
Ｕ
Ｐ
し
た
と

大
好
評
で
し
た
。 

大
久
保
地
区
体
育
祭 

大
久
保
中
・
上
大
久
保
中
・ 

大
久
保
小
・
大
久
保
東
小
・ 

神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

十
一
月
三
日
（
祝
）
第
六
十
回

大
久
保
地
区
体
育
祭
が
大
久
保

中
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
五
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
対
抗

協
議
で
は
「
二
人
三
脚
リ
レ
ー
」

「
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
」
で
、
白
熱

し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
頑
張
り
も

あ
り
地
区
体
育
祭
は
大
変
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

       

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室 

大
久
保
中
・
大
久
保
小
・ 

神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

十
一
月
十
六
日
（
土
）
、
大
久

保
中
、
大
久
保
小
、
神
田
小
の
三

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
「
親
子
ふ

れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
「
浦

和
レ
ッ
ズ
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
開
催

し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
か
ら
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
ま
で
楽
し

い
メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ
ぱ
い
で
、
子

ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
も
夢
中
に
な
っ
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
最
後
は
レ
ッ

ズ
の
皆
さ
ん
と
ひ
と
り
ず
つ
タ

ッ
チ
！
大
満
足
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
学
級 

土
合
小
・
新
開
小
・ 

中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

土
合
公
民
館
主
催
、
土
合
小
・

新
開
小
・
中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
に

よ
る
「
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
学
級
」

が
十
二
月
十
七
日(

水)

土
合
公

民
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
ま
し
ょ
う
」
〜
実
践
編

〜
を
テ
ー
マ
に
さ
い
た
ま
市
教

育
委
員
会
学
校
指
導
二
課
よ
り

お
二
人
の
講
師
を
お
招
き
し
、
講

演
及
び
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
グ 

             
ル
ー
プ
に
分
か
れ
テ
ー
マ
別
の

疑
似
体
験
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
方
法
等

を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。 

四
校
ふ
れ
あ
い
懇
話
会 

田
島
中
・
田
島
小
・ 

新
開
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

本
年
度
二
回
目
と
な
る
田
島

中
・
田
島
小
・
新
開
小
・
西
浦
和

小
（
南
区
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
に

よ
る
「
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
」
が
一

月
二
十
九
日(

木)

田
島
中
学
校

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
役

員
の
選
出
方
法
（
任
期
や
利
点

﹇
免
除
事
項
等
﹈）・
新
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
日
程
の
す
り
あ
わ
せ
等

の
情
報
共
有
や
各
校
の
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
等
を
行
い

ま
し
た
。
後
半
は
お
い
し
い
給
食

を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
懇
談
と

な
り
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

             

                        

１位になったのは・・・ 

土合小学校ＰＴＡ 大久保小学校ＰＴＡ 田島小学校ＰＴＡ 大久保東小学校ＰＴＡ 栄和小学校ＰＴＡ 新開小学校ＰＴＡ  

土合中学校ＰＴＡ 大久保中学校ＰＴＡ 田島中学校ＰＴＡ 上大久保中学校ＰＴＡ 神田小学校ＰＴＡ 中島小学校ＰＴＡ  
さいたま市 PTA 協議会 

 
平成 26 年度 桜区ＰＴＡ連合会 広報情報委員 
土 合 小 ＰＴＡ 嶋 田  里 美 石 川  香 里 

大 久 保 小 ＰＴＡ 車塚 こずえ 渡邉 久美子 

栄 和 小 ＰＴＡ 重 巣  麻 美 杉 下  恵 美 

田 島 小 ＰＴＡ 北山  由夏 岡 田  和 夫 

大久保東小 ＰＴＡ 土 橋  菊 江 島 岡  理 絵 

新 開 小 ＰＴＡ 菅 野  雅 美 多 田  由 希 

神 田 小 ＰＴＡ 加 藤  春 奈 松 葉  弘 美 

中 島 小 ＰＴＡ 吉 田  桂 子 吉澤 裕美子 

土 合 中 ＰＴＡ 木 内  智 子 矢 吹  朗 子 

大 久 保 中 ＰＴＡ 山 下  貴 子 本 多  伴 世 

田 島 中 ＰＴＡ 竹下 美和子 大 橋  由 加 

田 島 中 ＰＴＡ 菊 地  恵 美 
 

上大久保中 ＰＴＡ 吉 田  洋 子 常川 いつき 

※25 名の委員の皆さんに一年間、取材のご協力いた
だきました。ありがとうございました。 

 
＊ ＊ ＊ 編 集 後 記 ＊ ＊ ＊ 

 
桜区ＰＴＡ連合会広報情報委員会では、10月に「桜

区Ｐ連だより」、3月に広報紙「さくら咲く」を発行、
またウェブサイトも利用し、各校ＰＴＡや桜区ＰＴＡ

連合会の取り組みを発信しております。今後のＰＴＡ
活動、また、子どもたちのより良い学校生活のために
お役立ていただけましたら幸いです。 

 

委 員 長 陶 山  功  担当副会長 今川 夏如 

副 委 員 長 高橋 公一  副 委 員 長 原  綾 

サポーター 北爪 郁哉    

 

みなさんの活動の様子が発信されています 

桜区ＰＴＡ 検索 

さいたま市ＰＴＡ協議会桜区連合会ウェブサイト 

http://www.saitama-city-pta.jp/06_sakura_ku/index.html 

 

手作りのゲームを楽しむ 


